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研究成果の概要（和文）：本研究では、口腔扁平上皮癌の初期段階でみられる細胞異型へのYAPシグナルの関与
と、その機序を解明することを目的とした。本研究の結果からYAPシグナルは上皮内癌の段階から活性化してい
たことを見出した。口腔扁平上皮癌細胞株を用いた実験から、YAPが核腫大および上皮間葉転換（EMT）に関与す
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the involvement of YAP 
signaling in the cellular atypia observed in the early stages of oral squamous cell carcinoma and 
its molecular mechanism. It was suggested that YAP signaling was activated from the carcinoma in 
situ lesion and YAP signaling might be involved in nuclear enlargement and EMT.

研究分野：口腔病理

キーワード： 口腔癌　細胞異型　上皮間葉転換

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では発癌の初期段階でみられる異型が誘導されるメカニズムを解明しよと企図している。YAPシグナルが
上皮内癌から活性化し、異型やEMTに関与する可能性を見出したことは、学術的な意義が高い。加えて、異型や
EMTが誘導される分子病理学的な解明は新規口腔癌治療法の開発の一助となり、社会的な意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
悪性腫瘍では、DNAの遺伝子異常が生じ、細胞が増殖し、浸潤能を獲得していく。本邦では、

特定の遺伝子異常を標的とする分子標的薬の臨床応用が開始されている。一方、口腔癌では治療

標的となる遺伝子異常が少ない。そのため、異常に活性化した細胞内シグナル伝達とその異常を

引き起こす責任分子を同定する必要がある。申請者らは最近、口腔扁平上皮癌（OSCC）、特に浸

潤癌において、異常活性化した YAP シグナルが機械感受性イオンチャネルを介して腫瘍細胞の

増殖を促進することを報告した。その研究過程において、異型（核の腫大や極性の喪失）を伴う

早期癌（上皮内癌）では、YAPシグナルが異常活性化しており、異型に関与することを見出して

いる。しかし、その詳細な分子基盤は不明である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、YAPシグナルの異型への関与とその機序を解明することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 上皮内癌と診断されたヒト病理組織標本を用いて、YAPの発現局在を検討した。OSCC細胞株

を用いて、細胞異型、特に核腫大に与える影響について蛍光免疫染色法を用いて検討した。また、

siRNAを用いて、YAPの発現抑制により、上皮間葉転換（EMT）に与える影響について、PCR法

およびWestern Blotting法にて解析した。さらに遊走能についても検討した。 

 

４．研究成果  

 ヒト上皮内癌病理組織標本 50 症例を免疫組織化学染色にて検討したところ、非腫瘍部では

YAPは細胞質に発現していたが、腫瘍部では YAPが高頻度に異型細胞の核に局在していた。ま

た、腫瘍部では高頻度に Ki-67と共

局在していた（図 1）。この結果か

ら、上皮内癌部においても、浸潤癌

部と同様に（Hasegawa et al., 2021. J 

Pathol.）YAPシグナルが活性化して

いる可能性が示唆された。 

そこで発癌過程における遺伝子

変化について詳細に検討するため

に、OSCC病理組織標本を用いて、

DNA マイクロアレイによる網羅的

遺伝子検索を行ったところ、①非腫

瘍部、上皮性異形成/上皮内癌、浸潤

癌において段階的に発現が上昇する遺伝子を 73個、②非腫瘍部と比較して上皮性異形成/上皮内

癌および浸潤癌において発現が上昇する遺伝子を 295 個、③非腫瘍部、上皮性異形成/上皮内癌、

浸潤癌において段階的に発現が減少する遺伝子を 100 個、④非腫瘍部と比較して上皮性異形成/



上皮内癌および浸潤癌において発現が減少す

る遺伝子を 476 個単離した（図 2）（Alkhatib et 

al., 2023. Pathol Res Pract.）。 

OSCC細胞株において siRNAを用いて、YAP

をノックダウンしたところ、複数の細胞株にて

核の大きさに影響した。 

加えて、YAPの機能獲得実験を行うと、EMT

（上皮-間葉転換）のマーカーである Vimentin

の mRNA またはタンパクレベルで変動した。

YAPの阻害剤でも同様の結果を得た。加えて、

極性に関与する因子にも影響した。 

これらの結果から、YAPシグナルの異常活性

化が細胞異型の誘導および EMTに関与する可能性が示唆された。 

加えて、申請者らが研究期間中に経験したOSCCの亜型であるClear cell squamous cell carcinoma 

（CCSCC）を用いて、細胞内シグナル伝達経路および DNAメチル化を含めた CCSCCのキャラ

クタリゼーションを行った。免疫組織化学染色にて検討したところ、Ki67 陽性率は非腫瘍部と

比較し増加した OSCC 部よりさらに CCSCC 部では増加した。SCC 部で高発現した p63 のアイ

ソフォームである p40、ARL4Cおよび 5mCの発現が CCSCC部では減少し、YAPの核局在も減

少した（図 3）。一方 DNAメチル化状態を示す 5mCの発現は OSCC部では非腫瘍部と比べ減少

し CCSCC 部ではより減少した。さらに、OSCC細胞株における機能抑制実験により、p63 の発

現が ARL4Cの発現に必要であり、核のサイズを調節する可能性が示唆された。また、p63およ

び YAP/TAZ は協調的に 5mC レベルを制御した。これらの結果から、CCSCC では ARL4C およ

び YAP シグナルを含む細胞内シグナル伝達経路の活性が低下し、加えてエピジェネティックな

変化も生じている、未分化な SCCの variantであることが示唆された（Hasegawa et al., 2022. Pathol 

Res Pract.）。 

以上のように、申請者は病理組織標本および細胞株を用い、OSCCの腫瘍発生および進展機構

の解明を分子病理学的に進めている。OSCCのみならず、口腔領域に発生する病変の発生機序の

解明にも取り組み、その一部として、唾液腺悪性腫瘍である腺様嚢胞癌腺様嚢胞癌の後発リンパ

節転移において、癌遺伝子 Wnt シグナルの不活性化が関与する機構を見出した（Hasegawa (co-

first) et al., 2022. Pathol Res Pract.）。 
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